
参加グループを募集します

　

平
成
28
年
７
月
１
日
か
ら
、
30

歳
未
満
を
対
象
と
し
た
若
年
者
納

付
猶
予
制
度
の
対
象
年
齢
が
拡
大

さ
れ
、
50
歳
未
満
を
対
象
と
し
た

納
付
猶
予
制
度
と
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
平
成
28
年
６
月
以
前

の
期
間
は
、
引
き
続
き
30
歳
未
満

で
あ
っ
た
期
間
が
納
付
猶
予
制
度

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

所
得
が
少
な
い
な
ど
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
場
合
に
は
、
納
付

猶
予
制
度
の
ほ
か
に
、
免
除
制
度

等
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

国
保
年
金
係
（
窓
口
③
）
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

保
険
料
の
「
免
除
」
と
「
納
付

猶
予
（
学
生
の
場
合
は
学
生
納
付

特
例
）」
は
、
下
の
表
の
と
お
り
、

そ
の
期
間
が
年
金
額
に
反
映
さ
れ

る
か
否
か
で
違
い
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
（
学

生
納
付
特
例
）
は
10
年
以
内
で
あ

れ
ば
、
後
か
ら
追
納
し
て
老
齢
基

礎
年
金
の
受
給
額
を
満
額
に
近
づ

け
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
期
限
ま
で
に
納

め
て
い
た
だ
け
な
い
方
に
対
し
て
、

電
話
、
書
面
、
面
談
に
よ
り
早
期

に
納
め
て
い
た
だ
く
よ
う
案
内
を

行
っ
て
い
ま
す
。　

　

未
納
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
と
、

強
制
徴
収
の
手
続
に
よ
っ
て
督
促

を
行
い
、
指
定
さ
れ
た
期
限
ま
で

に
納
付
が
な
い
場
合
は
、
延
滞
金

が
課
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
納

付
義
務
の
あ
る
方
の
財
産
を
差
し

押
さ
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

伊豆急下田駅周辺地区まちづくりミーティング

　現在の市役所本庁舎（東本郷）周辺が、より活気あふれる居心地のよい場所になるように、市では移転に

伴う市庁舎跡地と駅前広場、周辺の民有地を含む敷地一帯を「伊豆急下田駅周辺地区」として位置づけ、再

整備基本構想の策定を始めました。

　市では、本地区の今後のまちづくり

に関して、皆さまの考えやアイデア等

を伺い、基本構想に活かしていきたい

と考えています。つきましては、まち

づくりミーティングに参加いただき、

検討してみたいと思う方々をグループ

単位で募集します。

募集グループ　５グループ

　　　　　　　（１グループあたり５～ 10 名。法人等の組織は問わず、気の合う個人の仲間同士でも構いません。）

開催期間　平成 30 年 10 月から平成 31 年 1 月末まで（期間中に全３回開催します。）

開催場所　下田市役所など

検討テーマ　第１回目　現地点検

　　　　　　第２回目　駅前周辺整備の事例と手法を学ぶ勉強会 ( 合同 )

　　　　　　第３回目　目指すべき姿や具体的取組と施設配置の検討 

応募方法　グループの代表者の住所、氏名、電話番号、グループの人数・参加者名、グループの特徴を、ＦＡ

　　　　　Ｘ、Ｅメール、電話又は直接建設課窓口までお申込みください。

募集期限　９月 25 日（火）まで

その他　・開催日は決定したグループと相談します。

　　　　・市職員が進行役となって団体ごとにミーティングを行います（第２回は合同）。

　　　　・ミーティングの参加に伴う報酬、交通費等の支給はありません。

問合せ先　建設課都市住宅係　☎㉒2219　FAX㉗1007　　kensetsu@city.shimoda. lg.jp

駅前広場（改札出口側） 市庁舎から本地区を望む

「
免
除
」
と

　
　
　

  

「
納
付
猶
予
」
の
違
い

日
本
年
金
機
構
か
ら
お
し
ら
せ

助
け
あ
い
、
支
え
あ
う

「
年
金
」
っ
て
と
っ
て
も
大
事

参加グループを募集します

問
合
せ
先　

市
民
保
健
課
国
保
年
金
係
（
窓
口
③
）　

☎
㉒
３
９
２
２

老齢基礎年金
遺族基礎年金

納付

全額免除

一部納付

納付猶予

学生納付特例

未納

○

○

○

×

○

○

○

×

○

○

○

×

受給資格期

間への算入

年金額への

反映

（受給資格期

間への算入）

障害基礎年金

○ ○×

- ７ - 広報しもだ　2018. ９月号

　

市
で
は
、
子
育
て
世
代
の
経
済

的
負
担
を
軽
減
し
支
援
す
る
た
め
、

平
成
30
年
10
月
１
日
診
療
分
か
ら
、

対
象
を
18
歳
到
達
後
最
初
の
３
月

31
日
ま
で
（
高
校
３
年
生
相
当
年

齢
）
へ
と
拡
大
し
ま
す
。

※

助
成
内
容
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※

保
護
者
の
方
に
扶
養
さ
れ
て
い

　

る
か
ど
う
か
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

　

受
給
者
証
更
新
の
対
象
者
と
10

月
１
日
診
療
分
か
ら
新
た
に
対
象

と
な
る
方
に
は
、
申
請
書
等
を
郵

送
し
ま
す
の
で
、
９
月
中
に
手
続

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※

有
効
期
限
の
切
れ
た
受
給
者
証

　

は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご

　

注
意
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ
先

福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係

　
　
　

（
窓
口
⑥
）☎
㉒
２
２
１
６

　

市
で
は
、
子
ど
も
が
病
気
や
け

が
等
に
よ
り
医
療
機
関
を
受
診
し

た
際
に
か
か
る
医
療
費
を
助
成
し

て
い
ま
す
。

　

下
田
市
に
住
所
が
あ
り
、
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る
中
学
３
年

生
ま
で
の
子
ど
も
（
15
歳
到
達
後

最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）。

※

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い

　

方
、
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
方

　

は
対
象
外
で
す
。

　

保
険
診
療
の
一
部
負
担
金
額
と

入
院
時
食
事
療
養
標
準
負
担
額
を

市
が
負
担
し
ま
す
。

※

保
険
適
用
外
の
診
療
費
用
に
つ

　

い
て
は
助
成
対
象
外
で
す
。

　

健
康
保
険
証
と
受
給
者
証
を
合

わ
せ
て
医
療
機
関
・
薬
局
の
窓
口

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
毎
回
提

出
が
必
要
で
す
）。

　

次
に
該
当
す
る
よ
う
な
場
合
、

受
診
し
た
日
か
ら
１
年
以
内
に
申

請
を
す
る
こ
と
で
、
医
療
費
が
払

い
戻
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

領
収
書
類
等
を
持
参
の
上
、
福

祉
事
務
所
社
会
福
祉
係
（
窓
口
⑥
）

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

・
県
外
で
診
療
を
受
け
た
と
き

・
健
康
保
険
証
及
び
受
給
者
証
を

　

持
た
ず
に
受
診
し
た
と
き

・
医
師
が
必
要
と
認
め
た
治
療
用

　

装
具
を
購
入
し
た
と
き

・
保
険
給
付
に
準
じ
て
行
わ
れ
る

　

柔
道
整
復
師
及
び
鍼
灸
師
の
施

　

術
を
受
け
た
と
き

・
未
熟
児
養
育
医
療
等
の
公
費
負

　

担
医
療
に
お
い
て
徴
収
さ
れ
た

　

一
部
負
担
金
を
申
請
す
る
と
き

・
そ
の
他
や
む
を
え
な
い
理
由
に

　

よ
り
受
給
者
証
を
提
出
で
き
ず

　

に
受
診
し
た
と
き

対
象
者

対
象
年
齢
を
拡
大
し
ま
す

制
度
内
容

利
用
方
法 子

ど
も
医
療
費

助
成
制
度
に
つ
い
て

こ
ん
な
と
き
は

　
　

申
請
が
必
要
で
す

【
償
還
払
い

　
　

（
医
療
費
の
払
い
戻
し
）】

９
月
は
受
給
者
証
の

　
　
　

更
新
手
続
が
あ
り
ま
す

①
顔
写
真
撮
影
サ
ー
ビ
ス
（
無
料
）

②
本
人
限
定
受
取
郵
送
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

受
け
取
り

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
顔

写
真
付
き
身
分
証
明
書
と
し
て
利

用
で
き
る
ほ
か
、
自
治
体
サ
ー
ビ

ス
、ｅ‐

Ｔ
ａ
ｘ
等
の
電
子
証
明
書

を
利
用
し
た
電
子
申
請
な
ど
、
今

後
様
々
な
活
用
が
進
ん
で
い
く
予

定
で
す
。

　

市
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
よ
り
簡
単
か
つ
便
利
に
申
請

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
次
の
サ
ー

ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

写
真
を
用
意
す
る
の
が
面
倒
、

書
類
の
書
き
方
が
分
か
ら
な
い
、

な
ど
今
ま
で
申
請
を
見
送
っ
て
い

た
方
も
、
職
員
が
申
請
の
お
手
伝

い
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

に
必
要
な
顔
写
真
を
、
市
役
所
窓

口
で
撮
影
し
ま
す
。

　

申
請
時
に
、
通
知
カ
ー
ド
の
回

収
と
本
人
確
認
、
暗
証
番
号
の
決

定
を
行
い
、
暗
証
番
号
の
設
定
さ

れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
本

人
限
定
郵
便
で
お
送
り
し
ま
す
。

手
続
に
必
要
な
も
の

交
付
申
請
書
、
通
知
カ
ー
ド
、

本
人
確
認
書
類
（※

）、
印
鑑

※

本
人
確
認
書
類

１
点
で
よ
い
も
の

運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
身
体
障
害

者
手
帳
な
ど

２
点
以
上
必
要
な
も
の

健
康
保
険
証
、
介
護
保
険
証
、
年

金
手
帳
、
学
生
証
、
社
員
証
な
ど

※

２
点
以
上
で
の
本
人
確
認
の
場

　

合
は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
従
来
通
り
の
郵
送
に
よ

る
申
請
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ

ソ
コ
ン
に
よ
る
申
請
も
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
民
保
健
課
市
民
係

　
　
　

（
窓
口
②
）☎
㉒
２
２
１
５

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
つ
く
ろ
う
！

市
役
所
で
カ
ン
タ
ン
！

0 0 0 0 0 0 0

下田　太郎

平成 30 年１月 １ 日　  　 男

下田市東本郷一丁目５番 18 号

下田　花子

平成 30 年１月 １ 日　 から

平成 30 年９月 30 日　 まで

通知カード

マイナンバーカード

平成 30 年１月１日

み
ほ

ん
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